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イエネコ（Felis silvestris catus）
は，現代において世界で最も広く
飼育されている伴侶動物の一つで
あり，全世界で数億頭が人間社会
と共に暮らしていると推定されて
いる［1］．日本の小動物臨床の現
場では，来院頭数や地域の飼育統
計の変化からも，犬よりも猫の方

ム解析［5］の成果を紹介する．次に，それらが示す「多
起源・多中心・モザイク型」のイエネコ起源像を整理
し，なぜ最終的に北アフリカ由来の系統が世界的に優勢
となったのかを考察する．さらに，マンチカンやスコ
ティッシュフォールド，尾曲猫などの突然変異猫種に関
する遺伝学的知見を踏まえ，「なぜ猫は世界中どこでも
似た姿なのか／にもかかわらず近年これほど多様な猫種
が存在するのか」という一見矛盾した事実を解きほぐ
す．最後に，こうした起源・家畜化・遺伝学の知見が，
現代の猫の診療・行動診療・動物福祉の議論にどのよう
な含意を持つかについても考えを述べたい．

1　肥沃な三日月地帯農耕起源モデル ─古典的通説
20世紀末まで，猫の起源として「肥沃な三日月地帯
農耕起源モデル」が広く受け入れられてきた．私も長ら
くこのモデルを信じていた一人であり，いくつかの書籍
や総説を読めば，そこにはほぼ同じ物語が描かれてい
た．その要点はこうである．西アジアで農耕が成立する
と，穀物貯蔵庫にハツカネズミが集まり，それを捕食す
るためにリビアヤマネコが人の集落周辺に集まり，それ
がやがてイエネコへと「半自発的に家畜化された」とい
うものである［4, 5］．ネズミ・穀物・人・猫という単
純で直感的に理解しやすい食物連鎖を備えたこのモデル
は，一般向け解説書や博物館の冊子，さらには獣医学系
の教科書に至るまで，長く引用されてきた［1-3］．
私自身も，さまざまな情報源が同じストーリーを語る
ことから，このモデルを疑いなく受け入れていた．近縁
種として京都市動物園にいるヨーロッパヤマネコの存
在を知り，実際に見に行ったこともある．その体格は想
像以上に大きく，「長い時間をかけて現在のイエネコ程
度のサイズへ小型化したのだろうか」と考えたことを覚
えている．猫は犬ほど人為的な交配（改良）を受けてい
ないはずなのに，という違和感はあったものの，それで
も肥沃な三日月地帯における農耕起源モデルは，当時の
私には「最も筋が通っている」仮説に思えた．
このモデルを支えていたのは，考古学的証拠と分子系
統学的証拠の両方である．人類が農耕を開始し，穀物の
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が優勢になりつつあると感じている獣医師も少なくな
い．そんな猫という動物について，「どのような動物を
祖先とし，どのような過程を経て人と暮らす動物になっ
たのか」という問いに，私自身はしばらく明確に答えら
れずにいた．実際にその問いを投げかけてきたのは，出
張授業での小学生であった．「人間は昔サルだったけど，
猫はどういう生き物だったの？」という質問であった．
この素朴だが本質的な問いに対して，どこまでわかりや
すく，かつ科学的に妥当な説明ができるのかを考えたと
き，私たち獣医師は日常的に接している動物について，
病気にばかり目を向けてその生物学的背景を十分に意識
してこなかったのではないかと感じるようになった．
それ以来，私は海外に出かけるたびに猫を探し，観察
するようになった．北アフリカ，北欧，オセアニア，北
米・南米，オーストラリア…どこで見ても，猫は一目見
れば「猫だ」とわかる姿形をしている．犬のように体格
や体型が極端に変化した品種が世界中を埋め尽くしてい
るわけではない．これは裏返せば，猫では犬に比べて
「形態が変わるほど強い人為選択」が長期には働いてこ
なかった，ということの反映でもあるだろう．その理由
として，猫は犬に比べて家畜化の歴史が遅く，また人と
の共生よりも自律性を重んじる性質を保っているため，
人による選択の影響を強く受ける機会が限られていたこ
とが挙げられる［1］．なにより，その起源と家畜化プロ
セスは，私にとって長らく「分かったようで実はよく分
からない」問題のままであった．
まず最近まで中心となっていた中東起源モデルを紹介
し，Driscoll ら［2, 3］による分子系統学的研究，
Ottoniら［4］の古代 DNA研究，さらに近年の全ゲノ
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栽培と貯蔵が行われるようになると，集落周辺には大量
の穀物や廃棄物が蓄積され，それを餌にしようとするハ
ツカネズミが定着・増加したと考えられている．レバン
ト地方のナトゥフ遺跡（紀元前 12,500～9,500年に現
在のイスラエル周辺に存在した旧石器文化）では，狩猟
採集民の半定住化に伴い，集落周辺でハツカネズミが住
み着くようになったことが歯形態の変化から示されてい
る［6］．また，こうした齧歯類を捕食するリビアヤマネ
コが，人の集落周辺に集まり，残飯やネズミを利用する
ことで人間生活圏に同伴するようになった．

Driscollら［2］は，世界各地から採取したイエネコ
及び野生ネコ 979頭のミトコンドリア DNAとマイクロ
サテライトマーカーを解析することで，現代イエネコの
主要な母系系統がリビアヤマネコに収束することを示
し，イエネコの祖先がリビアヤマネコであることを分子
系統学的に強く支持した．リビアヤマネコの体サイズは
現代のイエネコとほぼ同じであり，形態的にも大きな変
化を必要としなかった点からも，「イエネコはすでに完
成された形の小型ネコ科動物から家畜化された」という
解釈が自然に思えた．一方でリビアヤマネコは元来，単
独性で縄張り意識が強いが，その中には人間や集落環境
に対して比較的警戒心の低い個体が存在し，こうした個
体が人の集落近くの新たな餌場を利用することで高い生
存率につながり繁殖したと考えられる［3］．人間側は，
特に積極的な馴化作業を行わなくとも，ネズミをよく捕
る個体を寛容に受け入れ，時に餌を与えたのかもしれな
い．結果として，猫と人との関係は，家畜化研究でいう
「片利共生」の典型例として説明されてきた［1, 5］．
では，そのような人の生活域の近くに猫が入り込んだ
痕跡は，考古学的にはいつ頃まで遡るのだろうか．キプ
ロス島のシロウロカンボス遺跡では，約 9,500年前の人
骨と並んで猫の全身骨格が埋葬されており，これは「最
古の人と猫の共葬例」として知られている［5, 6］．ま
たトルコ南東部のハラン・チェミなど，紀元前 1万年紀
の初期定住集落からも猫と齧歯類の骨が出土し，農耕成
立の少し前から人と猫の距離が近づき始めていた可能性
が指摘されている［3］．こうした考古学的証拠と 

Driscollらの系統解析結果が組み合わさることで，「近
東で農耕が始まり，ネズミ対策として猫との共生が始
まった．祖先はリビアヤマネコであり，その一部が人の
近くに定着してイエネコとなった」という物語は，私も
含め多くの人々に「定説」として受容されてきたのであ
る［3-5］．

2　古代の DNAと全ゲノム解析が描き直すイエネコの
歴史
2010年代に入ると，古代遺跡から発掘された猫の骨

から DNAを抽出し，現代猫と比較する試みが始まった．

特に Ottoniら［4］による古代ミトコンドリア DNAの
大規模解析は，従来の通説に大きな修正を迫る結果と
なった．この研究では，ヨーロッパ・北アフリカ・中東
など 30以上の遺跡から得られた古代猫 209個体のミト
コンドリア DNAを解析し，現代猫を含むデータと比較
した．その結果，リビアヤマネコ系のハプログループの
中に少なくとも二つの主要サブクレード（IV-A：近東
系，IV-C：エジプト系）が存在し，時代と地域によっ
てそれぞれの頻度が大きく変動してきたことが示された
［4］．特に興味深いのは，農耕初期の集落から出土した
猫の DNAの多くが，現代イエネコと完全には一致しな
いことである．人と共葬された初期の猫や，ネズミ対策
のために飼われていたと推定される猫の中には，現代イ
エネコの主要な母系系統から外れるものが少なからず存
在した．「最古の共生猫」＝「現代イエネコの直系祖先」と
は限らないことが，古代の DNAデータによって初めて
明確に示されたのである．さらに，エジプトの猫のミイ
ラやローマ帝国期の地中海沿岸遺跡から得られた標本に
おいて，エジプト系（IV-C）のハプログループが急速
に頻度を増し，ローマ時代以降にヨーロッパ各地へ拡散
したことを示した．これは，猫の地理的拡散が単純な
「肥沃な三日月地帯→ヨーロッパ」の一方向ではなく，
時代ごとに異なる系統が寄与しながらモザイク状に広
がったことを示唆している．
同様に，中国の新石器時代～青銅器時代の農耕遺跡か
ら発見された猫骨を解析した Vigneら［7］の研究では，
これらはベンガルヤマネコの系統であり，現在のイエネ
コとは別の家畜化プロセスを示していることが報告され
た．こうしたベンガルヤマネコとの長期的共生関係が数
千年続いたのちに，シルクロードを介して比較的遅れて
到来したイエネコが中国に定着した可能性も示されてい
る［3, 8］．

2025年に発表された De Martinoら［5］の研究は，
さらに踏み込んだ全ゲノムレベルでの再構築を行ってい
る．この研究では，紀元前 9000年から 19世紀に至る
ヨーロッパ・北アフリカ各地の古代猫 70個体以上につ
いて全ゲノム解析を行い，現代猫及び博物館標本と統合
的に比較している．その結果，新石器時代のヨーロッパ
やキプロス島の共葬猫など，従来「初期家畜猫」と考え
られてきた多くの個体は，遺伝的には地域固有の野生ネ
コまたは半野生系統であり，現代イエネコからは一定の
距離があることが明らかになった．一方，現代イエネコ
に最も近縁な系統は北アフリカのリビアヤマネコ集団で
あり，特にローマ帝国期以降，地中海交易網を介して
ヨーロッパ各地へ拡散した個体群が影響していることが
示された．肥沃な三日月地帯を起源とされてきた一部の
系統も，後の時代に交雑や再導入を通じて現代イエネコ
の遺伝的プールに組み込まれているが，その寄与の仕方



283

は一様ではなく，地域ごとに異なる混合パターンを示
す．これらの結果は，「イエネコ家畜化は肥沃な三日月
地帯農耕モデルで一度起こり，そこから世界へ広がっ
た」という単純なシナリオを否定し，むしろ「複数の地
域で人と猫の共生が始まり，その中から北アフリカ起源
の系統が最終的に世界的優勢系統として残った」と解釈
すべきであることを示している［4, 6, 7］．すなわち，
猫と人との共生は世界各地で独立して始まり，それぞれ
が異なる野生系統との間で複雑な混交を繰り返しながら
進展してきた．そのモザイク状の歴史の結果として，現
在われわれが診療室で向き合っているイエネコ集団が存
在しているのである．

3　なぜ北アフリカ系統が主流となったのか  
─行動生態と人間活動の交錯
では，数ある猫系統のなかで，なぜ北アフリカ（特に
エジプトを含む地域）のリビアヤマネコ系統が，現代イ
エネコの主要な祖先として勝ち残ったのだろうか．猫は
もともと単独性の高い捕食者であり，縄張り行動を基盤
とした生活を営む．特に前述したように，リビアヤマネ
コは繁殖時期以外に他の成猫を寄せ付けないほど強いテ
リトリー性を示し，犬科動物のような群れ構造や階層性
に基づく社会行動を必要としない［1］．また，肉食性が
きわめて強く，タウリンをはじめとする必須栄養素を食
餌から継続的に得る必要があるため，人の残飯だけでは
長期的な栄養要求を満たしにくい．これらの特性は，一
見すると家畜化には不利な要因である．
にもかかわらず猫が人間社会にうまく入り込めたの
は，「人の命令に従う能力」ではなく，「人間の周辺環
境を利用しながらも，適度な距離を保って自律的に暮ら
す能力」が高かったためだと考えられる［1, 8］．特に
北アフリカのナイル流域では，古代ギリシャの歴史家
ヘロドトスが「エジプトはナイルのたまもの」と記した
ように，定期的な氾濫がもたらす豊かな穀倉地帯と巨大
な貯蔵施設が存在し，齧歯類の密度はきわめて高かっ
た．そのような環境において，ネズミ駆除能力をもつ猫
は，人間にとって経済的価値の高い「自然発生的な防疫
担当者」として受容されやすかったと推測される．実際，
日本でも宇多天皇（在位 887～897年）の『寛平御記』
には，「宮中の猫が素早くネズミを捕える」といった記
述が見られ，穀物や書物をネズミから守る存在として猫
が重宝されていたことがうかがえる．猫が経済的・実用
的な価値を持っていたという構図は，地域や時代を問わ
ず共通していたのだろう．
古代エジプトではさらに，猫は宗教的・文化的存在と
して神格化された．女神バステトは猫の頭部を持つ姿で
表象され，多数の猫のミイラや猫専用墓地が残されてい
る．こうした宗教的崇拝は猫の大量飼育と選択的繁殖を

促進し，人に対して比較的寛容な性質を持つ個体が保
護・増殖された可能性が高い［1, 5］．文化的圧力（猫
の神聖化）と自然選択（ネズミ捕獲能力など）が重なり
合うことで，「人との距離感」をうまく調整できる猫が
増えていったとも考えられる．

De Martinoら［5］の解析が示すように，ローマ帝
国期以降，北アフリカ起源の猫は軍船や商船に同乗し，
地中海世界からヨーロッパ沿岸，さらにはユーラシア各
地へと急速に拡散した．船舶上ではネズミ対策として
猫を同伴することが一般化し，猫は「港町と船」を介し
て国境を越えていった．この「船に同乗する猫の拡散」
という考え方は，日本にも通じる．大阪の四天王寺にあ
る経典を収めるお堂の門の上には，中国から渡来した経
典をネズミから守るためにともに船に乗せられた猫が彫
刻として刻まれている．また，東南アジアから日本へと
渡来したとされる尾曲がり猫は，長崎をはじめとする港
町で高い頻度で見られ，長崎では尾曲がり猫の比率が
80％前後に達するとも言われており，地域的偏在の顕
著な例として紹介されることもある．長崎市内には「尾
曲がり猫神社」まで存在し，猫が海上交易とともに移動
してきたことを象徴している．
一方，メソアメリカのアステカ文明や南米のインカ文
明など，ヨーロッパ人到来以前の新大陸文明の遺跡から
は，現代イエネコに相当する動物の痕跡は見つかってい
ない．彼らのネズミ対策は，ヨーロッパやアジアにおけ
る猫利用とは異なる方法で行われていた可能性が高い．
これは，イエネコが旧大陸発祥の動物であり，その拡散
が主として旧大陸内部と，それに連なる海上交易ネット
ワークによってもたらされたことを示している．また，
中国では先述したように，ベンガルヤマネコとの長期的
共生関係が成立していたが［7］，最終的にはイエネコが
「より人馴れしやすく，集団飼育に適した種」として取っ
て代わったと考えられている［3, 8］．ここでも，対ネ
ズミ捕食能力に加え，「人との距離をうまく調整できる
性格」が選択されてきたことが示唆される．こうしてみ
ると，北アフリカ起源のリビアヤマネコ系統が世界的に
優勢となった背景には，単に遺伝的な偶然ではなく，「齧
歯類に富む環境」「宗教的・文化的崇拝」「地中海交易と
海運」「人との距離感を調整する行動特性」といった複
数の要因が重なり合っていたことが見えてくる．

4　「半野生の伴侶動物」という視点
こうした新しい猫の起源像を受け入れると，われわれ
がこれまで「猫＝家畜」として捉えてきた多くの前提を
見直す必要がある．Crowleyら［9］は，現代の猫を「行
動的・生殖的自律性をかなり保ったまま，人間社会の中
で野生性と家畜性の間を揺れ動く存在」と位置づけ，「半
野生の伴侶動物」と表現している．この視点で見ると，
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猫の「家畜化度」は犬や牛とは異なる方向性であること
がわかる．犬では長期にわたる人工選択と閉鎖的繁殖が
行われ，形態・行動の両面で人が求める性質が強く固定
されてきた．一方，猫では純血種ブリーディングが本格
化したのはごく最近のことであり，世界の猫集団の大部
分は今なお雑種であり，遺伝的多様性を高く維持してい
る［8, 9］．Natoli［8］は，猫が人間活動に強く依存し
つつも，その行動柔軟性によって都市・農村・港湾など
多様な人工生態系に適応していることを指摘している．
すなわち，猫は人間社会というきわめて特異な環境に対
して，社会的・生態学的に共存できる特性を備えていた
結果として自らの遺伝的多様性と半野生的性質を維持し
てきたとも言える．このような観点からすると，猫の
「家畜化」「伴侶動物化」を議論する際には，「形態学的
変化」や「純血猫種の成立」ではなく，むしろ「行動適
応性」「共生耐性」「環境応答性」をもって評価すべきで
あることが見えてくる．猫は，われわれがしばしば思い
描く“犬のような家畜”ではない．そして，その曖昧さ
こそが，猫を猫である個性の本質であろう．

5　突然変異猫種は何を物語るか  
─形態多様性と適応度
一方で，現代のペットショップや猫カフェなどを見渡
すと，マンチカン，スコティッシュフォールド，アメリ
カンカール，シャム，尾曲猫など，形態的に特徴的な猫
種が数多く存在する．これらは，リビアヤマネコを源流
とする「世界中どこでも似た姿の猫」というイメージと
は対照的に映るかもしれない．では，こうした突然変異
猫種は，猫の進化や家畜化史においてどのような位置づ
けになるのだろうか．
まず押さえておくべきは，多くの猫種の成立がきわめ
て最近，具体的には 19～20世紀以降であるという点で
ある．世界の猫集団の大半はいまだに雑種であり，純血
種として登録されている猫は全体の一部にすぎない
［9］．純血種猫は，最近になって人間が「珍しい形質」
や「魅力的と主観的に感じた形質」を持つ個体を選び出
し，その子孫同士を交配させることで作り上げた猫種で
ある．このことは，突然変異猫種の多くが「野生環境で
は明らかに不利，あるいは致死的である形質」を含んで
いることからも理解できる．いくつかの例を挙げる．
マンチカンに代表される短肢表現型は，近年の全ゲノ
ム解析により UDP-グルクロン酸脱水素酵素をコードす
る UGDH遺伝子の構造変異と強く関連していることが
示された［10］．この変異は軟骨の細胞外基質形成を障
害し，四肢長骨の成長板における軟骨形成不全を引き起
こす．ヘテロ接合体では短肢として発現するが，ホモ接
合体では胎生致死または重篤な奇形を伴うと推定されて
いる［10］．跳躍・捕食・捕食者回避など多くの行動が

制限されるため，野生環境では強い負の選択圧を受け，
自然界で定着には不利なことが明確な形質である．
スコティッシュフォールドの折れ耳は，猫の突然変異
の中で最も研究が進んでいる例であり，その原因は 

TRPV4遺伝子における変異である［11］．TRPV4は軟
骨形成や骨端板の成長に関与する Ca²＋チャネルであり，
この変異により持続的な Ca²＋流入が生じ，骨端軟骨の
異常石灰化・伸長停止・疼痛を伴う骨軟骨異形成を引き
起こすことが報告されている［11］．私は以前，日本獣
医師会雑誌において，スコティッシュフォールドの骨軟
骨異形成に伴う慢性疼痛や歩行異常，生活の質（QOL）
の低下について，臨床例を含めて詳細に報告した［12］．
この疾患は，形質そのものが疾病を内包しているという
点で，猫種としての成立そのものに倫理的議論が存在す
る．本来，野生環境ではこの変異は淘汰されていたと考
えられ，人間社会という特殊な環境でのみ存続し得た典
型例である．
アメリカンカールは，1980年代にカリフォルニアで
発見された自然突然変異で，外側へ反り返る特徴的な耳
介を持つ．耳介軟骨の形成不全は見られるが，スコ
ティッシュフォールドと異なり，現在までのところ全身
性の軟骨異常は報告されていない．原因遺伝子は完全に
は同定されていないものの，軟骨基質形成に関わる遺伝
子群が候補として挙げられている．
尾曲猫（ジャパニーズ・ボブテールを含む）に見られ
る短尾・曲尾の表現型は，東アジア・日本・東南アジア
で独立して複数回発生した変異であり，HES7遺伝子の
ミスセンス変異がアジアの短尾猫の一部で同定されてい
る［13］．HES7は脊椎の分節化に関与するシグナル関
連遺伝子であり，その機能低下が尾椎数の減少や融合，
彎曲をもたらすと考えられている［13］．この変異は，
行動・捕食に重大な悪影響を与えるものではなく，むし
ろ日本では審美的・文化的背景も相まって選好され，安
定した遺伝形質として存続してきたと推測される．
シャムに代表されるポイントカラーは，チロシナーゼ
遺伝子（TYR）の温度感受性変異により，高温部では酵
素が失活するため色素が形成されず，低温部でのみメラ
ニンが生成されるという現象である［1, 5］．この変異
は分子生物学的にはアルビニズムの一種であり，野生で
は保護色としての機能が損なわれるため不利になるが，
東南アジアの寺院などで保護され，人為選択により固定
化された歴史的に重要な例である．
これらの突然変異に共通するのは，「野生環境におい
ては適応的価値が低く，生存上の不利を伴うものが多
い」という点である．自然選択が強く働く環境では，短
肢・耳介変形・骨端異常などは淘汰されるため，固定化
されることはほぼない．しかし，人間社会という「選択
圧が劇的に緩和され人による保護の恩恵を得ることので
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きる場所」では，これらの形質は淘汰されず，むしろ保
護・給餌・医療・繁殖管理によって維持されてしまう．
言い換えれば，猫種とは「野生が排除する表現型を，人
間が保護することで成立した生物学的な特徴」である．
これは，現代の猫の多様性が「長期進化の産物」という
よりも，むしろ人間による都合の良い個体の選抜や選択
の結果であることを示している．このように考えると，
ブリーディングを行う者の責任は大きい．
ここで重要なのは，こうした突然変異猫種が存在する
一方で，世界中の大多数の猫は依然としてリビアヤマネ
コ型の「細身でしなやかな体型」「中程度の大きさ」「類
似した頭部形態」を共有しているという事実である．こ
れは，猫という種にとって現在の形態が「捕食・逃避・
繁殖」といった生存に不可欠な機能を最も効率よく，か
つそれが「人に不快感を与えることなく愛される」とい
うことを両立させたデザインであったことから，私が世
界のどこで猫を見ても猫と認識できた理由なのかもしれ
ない．

6　猫の社会構造とヒトとの距離感 ─行動生態学的視点
猫の社会構造は環境条件に応じて柔軟に変化する．餌
資源が分散している地域では単独生活を送り，都市部の
ように給餌ポイントが集中した環境では，多数のメスと
少数のオスからなるゆるやかなコロニーを形成すること
が知られている［8, 9］．これは，リビアヤマネコのよ
うな強い単独性を基盤としながらも，人間が作り出した
人工環境に対しては柔軟に社会構造を変化させる能力を
持つことを意味する．
斎藤［14］は，比較認知科学の観点から，犬と猫の
ヒト認知の違いを検討し，「猫はヒトを“特別な存在”
としては認知しておらず，あくまで環境の一部として
扱っている可能性が高い」と述べている．このことは，
猫が人の指示に従う能力には限界がある一方で，「人の
存在を利用しつつも，常に一定の距離を保とうとする」
という行動戦略を採っていると解釈することもできる．
実際，同じ「家猫」であっても，完全室内飼育のペット，
屋外を自由に行き来する飼い猫，給餌は受けるが所有者
が不明な地域猫，完全な野良猫など，ヒトとの結びつき
の強さや依存度は大きく異なる［8, 9］．こうした違い
は，攻撃性，恐怖反応，探索行動，ストレス関連疾患の
リスクなど，臨床的にも無視できない影響を及ぼすこと
は忘れてはならないだろう．
近年，都市部を中心に，飼い主のいない猫個体群に対
する管理手法として TNR（Trap-Neuter-Return：野外
で猫を捕獲し，不妊手術を施した後に元の場所へ戻す管
理手法）が広く実施されている．その活動現場を訪れる
と，最初に捕獲されるのは人にすり寄ってくる比較的温
和な猫や警戒心の低い猫であり，警戒心が強く人の気

配を感じると身を隠す個体はなかなか捕獲できない．そ
の結果，人を避ける性質をもつ個体が TNRの活動の影
響を受けずに繁殖に参加し続け，地域個体群において
「警戒的な遺伝的傾向」が高まっていくという，いわば
逆方向の選択圧が作用する可能性が指摘されている
［9］．これは短い時間スケールではあるものの，人為環
境下においても「人への警戒性」が強い選択圧として働
く可能性を示す興味深い例である．さらに，TNRの実
施率が一定水準に達しない場合，地域個体群の減少効果
は弱く，むしろ残存個体の生存率上昇・移入個体の増加
により，個体数が横ばい，あるいは増加に転じるケース
すら報告されている［9］．Crowleyら［9］は，TNRを
「人が形成した選択環境の一部」と捉え，部分的・断続
的な TNRでは，警戒心の強い個体を残す人為的選抜を
行っている可能性があると述べている．このように，
猫を「ヒトが作り上げた家畜」とみなすか，それとも「人
が作った都市生態系に適応した半野生動物」とみなすか
によって，TNR活動や野良猫対策に対する政策判断は
大きく変わりうる［8, 9］．獣医師は，イエネコの生物
学的特性と歴史的背景を踏まえ，野生動物保全・地域社
会の合意形成・動物福祉のバランスを考慮しつつ議論に
関与することが求められる．

7　臨床獣医師にとっての意味 

─猫医療・猫福祉への応用
最後に，私のような日々犬や猫の診察を業とする小動
物臨床の現場にいる獣医師にとって，今回の猫について
の考察はどんな意味があるのかを考えてみたい．まず，
猫が「人の指示に従う家畜」ではなく，「自律性の高い
半野生動物」であるという理解は，保定・入院管理・環
境エンリッチメントの重要性を再認識させる．臨床現場
では，猫の特性を考えれば，視界を遮るカバーや入院
ケージ内に隠れ場所を設けること，静かな環境の確保
（適切な人との距離感）など，猫のストレスを最小限に
抑える工夫が望まれる．犬と同じ感覚で接して，接する
距離感を誤れば，不要な恐怖や攻撃行動を引き出してし
まう可能性が高い．
また，突然変異猫種の遺伝学的背景と健康問題に関す
る知識は，ブリーダーや飼い主への説明責任という点で
重要である．スコティッシュフォールドにおける骨軟骨
異形成や，マンチカンにおける短肢に伴う整形外科的問
題は，「かわいらしい形質」の裏側に疾患リスクが存在
することを端的に示している［9, 12, 14］．私自身が日
獣会誌に報告したように，スコティッシュフォールドで
は若齢期から関節痛や歩行異常が見られ，高齢期ともな
ると顕著に QOLの低下が認められる［12］．こうした
知見を踏まえれば，「形態的特徴を極端に追求する繁殖」
が倫理的に許容されるのかどうか，獣医師として明確な
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意見を持つ必要があるだろう．
さらに，猫の起源・家畜化・行動の理解は，飼い主へ
の説明の質を高めるという意味でも有用である．「なぜ
この猫は人にあまり懐かないのか」「なぜ多頭飼育でト
ラブルが起こるのか」といった相談に対して，単に「性
格だから」で済ませるのではなく，「猫という種が本来
どのような進化史と行動生態を持っているのか」を踏ま
えた説明を行うことで，飼い主との信頼関係は深まるだ
ろう．時に，今回述べたような歴史や遺伝学の話題が，
飼い主との距離を縮めるきっかけになるかもしれない．

おわりに ─ 1万年の物語とこれから
猫の起源と家畜化の歴史に関する研究は，ここ十数年
で大きく進展した．しかし，これはあくまで「人類と猫
の 1万年の物語」にすぎない．ネコ科動物の進化史自体
は，後期白亜紀のミアキス様の動物に遡り，プロアイル
ルス，プセウダエルルスなどを経て現生ネコ科へと連な
る，はるかに長大な時間軸の上にある［1］．最新のゲノ
ム研究は，この 1万年の物語を，「肥沃な三日月地帯で
一度家畜化された猫が世界中に広がった」という単線的
な図式から，「複数の地域で人と猫の共生が始まり，そ
の中で北アフリカ起源の系統が，ローマ帝国以降の交易
と文化的要因を背景に世界的な主流となった」という複
雑なモザイク像へと書き換えつつある［6, 7］．こうし
た新たな研究成果により歴史の再構築が示しているの
は，猫を「人が作り上げた従順な家畜」ではなく，「自
ら人間社会に適応し，適度な距離を保ちながらともに生
きる半野生の伴侶」として捉え直す視座である［8, 9］．
猫の本質を理解し，その多様性と自律性を尊重すること
で，単に学術的な好奇心を満たすだけでなく，猫医療の
実践や飼育指導の質を高め，飼い主とのコミュニケー
ションを深めるうえでも有用である．本稿が，猫の起源
に関心を持ち，猫と人との関係の変遷に思いを馳せる全
ての獣医師にとって，新たな議論の出発点となれば幸い
である．そして，10年もしないうちに，ここで紹介し
た知見がさらに更新され，「この時代にはここまでしか
分かっていなかったのだ」と後進の研究者や臨床家がつ
ぶやく日が来ることを，むしろ楽しみにしたい．
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